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■検討協議会メンバー名簿（敬称略） 
 

●基本方針検討協議会 

所属等 役職等 氏名 

富士市悠容クラブ連合会 会長 川上 惟幸 

富士市身体障害者福祉会連合会 会長 菊池 光男 

富士市身体障害者福祉会連合会 

（視覚障害福祉会会長） 
役員 鈴木 利一 

富士市身体障害者福祉会連合会 

（聴覚障害者会理事） 
役員 関口嘉智子 

富士市身体障害者福祉会連合会 役員 市 野  隆 

富士市社会福祉協議会 係長 近藤 勝彦 

富士市駅南地区福祉推進会 会長 野中 俊昭 

団体等 

特定非営利活動法人ハイネット・ふじ 理事長 廣 瀬  巖 

市街地整備課 主査 鈴木 潤一 

新富士駅南地区整備室 主幹 杉山 弘宜 

企画課 調整主幹 渡 辺  悟 

社会福祉課 主査 渡辺 浩仁 

生きがい福祉課 主査 尾 澤  聡 

障害福祉課 主査 磯部 亨志 

庁内関係各課 

地域安全課 主査 橋本かず子 

事務局 都市計画課   

 

●事業化検討協議会 

所属等 役職等 氏名 

国土交通省静岡国道事務所 調査課 課長 棚橋 真澄 

国・県 
静岡県富士土木事務所 企画検査課

技監 兼 

課長 
石川 貴久 

公共交通事業者 富士急静岡バス株式会社 取締役社長 加藤 裕一 

所轄警察署 静岡県富士警察署 交通第一課 課長 山口 勇夫 

市街地整備課 課長 曽根田照雄 

新富士駅南地区整備室 室長 小鈴木泰男 

企画課 課長 鈴木 利幸 

道路建設課 
部参事 兼 

課長 
秋山 良久 

道路維持課 課長 井上 勝人 

財政課 課長 内 野  明 

庁内関係各課 

都市計画課 
部参事 兼 

課長 
幾見泰世士 

事務局 都市計画課   
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■基本構想策定の足どり 

5 月 

 

 

 

 

6 月 

 

 

 

 

7 月 

 

 

第１回 基本方針検討協議会（7/30） 

・交通バリアフリー法と構想策定の流れについて 

・富士市内の概況及びアンケート調査結果について 

8 月 

 

 

 

 

9 月 

 

第２回 基本方針検討協議会（9/3） 

・調査地区総点検（フィールドワーク）の実施 

 

 

10 月 

 

第３回 基本方針検討協議会（10/8） 

・基本方針設定のための課題の整理について 

・交通バリアフリー基本方針について 

・新富士駅周辺地区における重点整備地区の設定について 

 

11 月 

 

第１回 事業化検討協議会（11/1） 

・交通バリアフリー法及び基本構想について 

・基本構想策定の流れと体制について 

・基本方針検討協議会における検討結果報告について 

・今後の作業方針について 

平
成
16
年 

12 月 

 

 

第２回 事業化検討協議会（12/22～12/27） 

・関係各課・機関へのヒアリング調査の実施 

1 月 

 

第３回 事業化検討協議会（1/24） 

・事業別ヒアリング結果及び事業内容について 

・パブリックコメントについて 

国土交通省中部地方整備局への中間報告（1/28） 
 

2 月 

 

 
（関係各機関との最終協議） 
 

平
成
17
年 

3 月 

 

第４回 事業化検討協議会（3/3） 

・「新富士駅周辺地区交通バリアフリー基本構想」について 

 

 

基本構想（案）についての
パブリックコメントの実施 
（2/3～3/3） 

関係各機関への
中間報告の実施
（10/20～10/25） 

市民意向調査（アンケー
ト）の実施（6 月～7 月） 
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■市民意向調査項目（アンケート調査票） 
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■交通バリアフリーに関する用語解説 
 

エ 

エコーシステム 視覚障害を持っている方のための音声案内システムであり、エコーカ

ードと呼ばれる携帯端末機（送信機）と、施設などに設置されるエコーボ

ックス（受信機）からなっている。エコーカードを携帯した人が接近すると

エコーボックスが音声情報を流す。 

また、このシステムを活用して、エコーカードを携帯した人が接近した

時に鳴り出すような音響信号機もある。 

オ 

音響信号機 信号交差点において、視覚障害を持っている方を安全に横断させる

ため、擬音やメロディーなどにより歩行者を誘導する機能を備えている

信号機。地域によって異なる場合もあるが、全国的に東西方向は「ピヨ

ピヨ（または「とうりゃんせ」）」、南北方向は「カッコー（または「故郷の

空」）」が採用されている。 

ク 

グレーチング 道路側溝など、排水施設の路面部分に降雨による雨水を集水する

ために設置される金属製の蓋のこと。 

コ 

交通結節点 複数の交通手段の接続が行われる施設・地点・場所などのことを指

し、鉄道駅や駅前広場、空港、インターチェンジなどがある。 

サ 

サイン 道路標識（表示）や案内標識（表示）などの総称。 

ス 

スロープ 階段など段差があるような箇所において、身体に障害のある方、特に

車椅子の方などが垂直方向に円滑に移動できるように設置された、坂

や傾斜施設のこと。 

タ 

多目的トイレ 高齢者や身体に障害のある方、また子供連れの方をはじめとして誰

でも利用できるトイレ。 

テ 

低床式バス 乗降口のステップ（階段）を減少させることによって床面高さを低くし、

利用者の乗り降りの負担を軽減させる目的で開発されたバスのこと。タ

イプによりワンステップ型とノンステップ型がある。従来のバスの床面高さ

は通常 85cm であるが、ワンステップ型は通常 65cm、ノンステップ型は

通常 30cm となっている。 

ト 

透水性舗装 路面に降った雨水を、そのまま地下に浸透させるアスファルト舗装の

こと。水たまりができないなどの効果があり、歩道部に使用されるケース

が多い。 

ノ 

ノーマライゼーション 人間として普通（ノーマル）の生活を送るために、誰もが同等の権利

を持つという考え方。 

ハ 

ハートビル法 平成 6 年に施行された、「高齢者、身体障害者等が円滑に利用でき

る特定建築物の建築の促進に関する法律」の略。高齢者や身体に障

害のある方などが円滑に利用できる建築物の建築の促進のための措置

を講ずることによって、建築物の質の向上を図ることを目的としている。 
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バリアフリー 高齢者や身体に障害のある方などが、安心・快適に日常生活や社会

生活をおくることができるよう、段差などの障壁（バリア）をなくす（フリー）

こと。もともと建築物を対象として使用されていた言葉ですが、平成 12

年の交通バリアフリー法（「高齢者・身体障害者等の公共交通機関を利

用した移動の円滑化の促進に関する法律」）の施行により、鉄道やバス

などの公共交通機関や道路などの公共空間における移動円滑化を目

的とする言葉として、広く認知されるようになった。また、近年では物理

的な障壁のみならず、社会的・制度的・心理的な障壁をなくす場合にも

用いられている。 

ハンプ 「起伏、土地の隆起」を意味するものであり、自動車の速度抑制のた

めに車道部分に凹凸をつけたもの。また、物理的な起伏をつけず、舗

装色や舗装デザインにより運転者の心理的な効果を狙うものを「イメー

ジハンプ」という。 

ユ 

誘導ブロック 歩道等歩行者空間において、主に足の裏の触感覚でその存在や大

まかな形状を確認できるような突起が表面に施されたブロックのことであ

り、その形状により「線状ブロック」と「点状ブロック」とに分類される。 

「線状ブロック」は主に誘導対象施設等の方向を、また「点状ブロック

は」主に注意すべき位置や誘導対象施設等の位置を案内するためのも

のである。 

ユニバーサルデザイ

ン 

障害の有無や性別、人種などにかかわらず、様々な人々が公平に利

用できるように都市施設や生活環境をデザインするという考え方。バリア

フリーが「今ある障壁を取り除く」という考え方に対し、ユニバーサルデザ

インは「（障壁等が発生しないよう）あらかじめ、そのよう（なデザイン）にし

ておく」という積極的な考え方である。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１７年 ３月 

 

富士市都市整備部都市計画課 

〒417-8601 静岡県富士市永田町 1 丁目 100 番地 

 

 

富士市行政資料番号 １６－５４ 

 




